
一
は
じ
め
に

み
な
さ
ん
は
、
二
〇
一
五
年
度
後
半
期
の
連

続
テ
レ
ビ
小
説
「
あ
さ
が
来
た
」
の
ヒ
ロ
イ
ン

の
嫁
ぎ
先
「
加
野
屋
」
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
の

が
「
加
島
屋
」
と
い
う
、
大
坂
の
大
豪
商
で
あ

っ
た
こ
と
を
ご
存
知
で
し
た
で
し
�
う
か
。
さ

ら
に
加
島
屋
が
真
宗
門
徒
で
あ
っ
た
こ
と
は
ど

う
で
し
�
う
か
。

加
島
屋
は
三
井
家
・
鴻
池
家
と
並
び
称
さ
れ

た
、
両
替
商
兼
米
問
屋
を
営
ん
だ
大
坂
の
大
商

人
で
す
。
初
代
は
大
坂
御
堂
前
に
店
を
構
え
、

の
ち
に
玉
水
町
（
大
阪
市
）
へ
移
転
し
ま
し
た
。

加
島
屋
創
始
者
は
廣
岡
久
右
衛

き
�
う
え

門も
ん

富
政
（
正
教
、

法
名
教
西
）
と
い
い
、
代
々
仮け

名み
�
うの

久
右
衛
門

を
襲
名
し
ま
し
た
。
加
島
屋
は
近
世
を
通
じ
て

大
名
貸
し
も
お
こ
な
い
隆
盛
を
き
わ
め
た
の
で

す
。天

保
七
年
（
一
八
三
六
）
の
「
日
本
長
者
分

限
帳
」（
長
者
番
付
）
で
は
小
結
と
し
て
本
店

五
一
か
所
、
出
店
一
八
三
か
所
、
金
蔵
・
石
蔵

数
知
れ
ず
、
地
面
三
〇
〇
か
所
と
、
そ
の
富
豪

ぶ
り
を
示
し
て
い
ま
す
。
明
治
維
新
で
は
新
政

府
の
巨
額
な
御
用
金
を
用
立
て
る
な
ど
明
治
政

府
と
接
近
、
加
島
銀
行
の
創
設
や
大
同
生
命
保

険
株
式
会
社
の
初
代
社
長
に
就
任
す
る
な
ど
、

廣
岡
財
閥
へ
と
発
展
し
ま
し
た
（
宮
本
又
次

加
島
屋
「
妙
意
仮
名
消
息
」

連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
あ
さ
が
来
た
」
の
源
流

『
大
阪
町
人
』
弘
文
堂
刊
、
一
九
五
七
年
）。

「
長
御
殿
御
日
次
之
記
」
寛
文
十
二
年
（
一

六
七
二
）
七
月
四
日
条
（
史
料
研
保
管
）
を
見

る
と
、教
西
が
大
坂
津
村
総
代
と
な
っ
て
い
て
、

本
願
寺
お
よ
び
津
村
別
院
に
と
っ
て
重
要
な
人

物
で
し
た
。

富
政
の
妻
「
妙
意
」
の
手
紙
を
、
二
〇
一
五

年
、研
究
所
の
保
管
文
書
よ
り
発
見
し
ま
し
た
。

も
と
も
と
女
性
の
手
紙
は
、
女
性
が
歴
史
の
裏

側
に
埋
没
し
て
い
く
た
め
、
伝
来
す
る
も
の
も

多
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
女
性
で
も
伝
来
す
る

の
は
、
歴
史
上
の
有
名
人
や
表
舞
台
に
出
た
人

物
の
も
の
で
す
。
ま
し
て
や
こ
の
よ
う
な
庶
民

で
、
ま
た
大
豪
商
初
代
の
妻
の
手
紙
は
、
な
か

な
か
発
見
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
は
そ
の
発
見
さ
れ
た
史
料
の
紹
介
と
解

説
を
し
て
、
史
料
的
価
値
を
明
ら
か
に
し
て
み

ま
す
。二

加
島
屋「
妙
意
仮
名
消
息
」の

翻
刻
と
文
意

こ
こ
で
は
「
妙
意
仮
名
消
息
」（
写
真
１
）



⑪
し
ん
（
新
）

門
様
御
き
け
ん

（
機
嫌
）

⑫
よ
く
、
こ
と
（
殊
）

の
外

⑬
御
は
ん
し
や
う

（

繁

昌

）

の
事
、

㊴
い
か
ゝ
と
そ
う
（
早
）

〳
〵

⑭
一
入
〳
〵
御
め
て
（
⽬
出
）

度

…
…
…
…
（
以
下
、
後
半
）
…
…
…
…

㊵
申
あ
け
（
上
）

候
、
め
て
た
く

（
⽬
出
度
）

、
かし

く

⑮
あ
り
か
た
く

⑯
そ
ん
（
存
）

し
申
候
、

⑰
御
意
あ
そ
は

（

遊

）

さ
れ
候

⑱
御
と
を
（
通
）

り
、
久
右
衛
門

（
広
岡
正
吉
）

⑲
事
、
し
ゆ
ひ

（
首
尾
）

よ
く

⑳
御
め
ん
（
免
）

被
成
、
か
た
し

（

忝

）

け

㉑
な
く
そ
ん
（
存
）

し
候
、

㉒
ひ
ろ
（
広
）

〳
〵
と
成
申
候

㉓
て
、
悦
ま
い
ら
せ
候

㉔
御
意
の
と
を
（
通
）

り
、
久
右
衛
門

（
広
岡
正
吉
）

㉕
ゑ
申
き
か
（
聞
）

せ
候
へ

㉖
は
、
数
〳
〵
か
た
し

（

忝

）

け

㉗
な
く
申
候
、

の
翻
刻
及
び
文
意
を
説
明
し
て
お
き
ま
す
。
な

お
翻
刻
の
①
②
…
…
は
読
む
順
番
で
す
。
散
ち
ら
し

書が
き

の
よ
う
に
書
か
れ
て
あ
り
、
読
む
順
が
わ
か

り
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
翻
刻
は
原
本

通
り
改
行
し
て
い
ま
す
。

な
お
料
紙
の
法
量
は
縦
二
九
・
七
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
、
横
四
四
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
紙

質
は
楮
紙
で
す
。

【
翻
刻
】

㉚
返
〳
〵

㉛
御
ま
へ
（
前
）

よ
ろし

く

㉜
仰
あ
け
（
上
）

ら
れ
候
て
、

①
そ
う
（
早
）

〳
〵
御
し
よ
（
書
）

㉝
被
下
候
へ
く
候
、

②
被
下
ま
し
候
、
妙
う
か

（
冥
加
）

㉞
此
御
地
御
た
う
（
堂
）

も

③
な
く
、
か
た
し

（

忝

）

け

㉟
こ
と
（
殊
）

の
外
、
御
に
き
（
賑
）

〳
〵
し
く

④
な
く
そ
ん
（
存
）

し
上
候
、

⑤
ゑ
い
き

（
栄
儀
）

院
様
は
し
め

（

始

）

、

⑥
う
へ
（
上
）

〳
〵
様
御
き
け
ん

（
機
嫌
）

さ
ま
（
様
）

⑦
の
事
、
う
け
（
請
）

給

㊱
御
は
ん
し
や
う

（

繁

昌

）

に
て

⑧
御
め
て
た
く

（
⽬
出
度
）

㊲
数
〳
〵
あ
り
か
た
く

⑨
あ
り
か
た
く
存

㊳
そ
ん
（
存
）

し
申
し
わ
け
（
訳
）

⑩
ま
い
ら
せ
候
、
頃
そ
う
よ
り
も

１ 妙意仮名消息



㉘
め
て
た
く

（
⽬
出
度
）

㉙
か
し
く大

坂
よ
り

三
月
廿
九
日
　
　
　
か
し
ま
や

（
加
島
屋
）

妙
う
い
（
意
）

か
い
つ
さ
ま
（
様
）

御
ひ
ろ
う

（
披
露
）

【
文
意
】

早
々
と
お
手
紙
を
頂
き
、
実
に
有
り
難
く

感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。栄
儀
院
様
を
始
め
、

寂
如
様
・
幸
君
様
、
ご
機
嫌
よ
く
ご
繁
昌
の

こ
と
た
い
へ
ん
⽬
出
度
く
有
難
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。
さ
ら
に
日
頃
よ
り
住
如
新
門
様
も

御
機
嫌
よ
く
、こ
と
の
ほ
か
ご
繁
昌
な
様
子
、

ひ
と
き
わ
⽬
出
度
く
有
難
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。寂

如
宗
主
の
御
意
を
受
け
賜
り
、
廣
岡
久

右
衛
門
正
吉
は
、
都
合
よ
く
運
び
免
許
を
し

て
頂
き
、
た
い
へ
ん
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

広
々
と
な
り
本
当
に
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
寂

如
宗
主
の
御
意
の
と
お
り
、
久
右
衛
門
正
吉

へ
申
し
て
頂
け
れ
ば
、
計
り
知
れ
ぬ
程
有
難

い
こ
と
で
す
。本
当
に
⽬
出
度
い
こ
と
で
す
。

以
上
。

返
す
返
す
、
寂
如
宗
主
ほ
か
へ
、
よ
ろ
し

く
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
当
地
（
大
坂
）
の
御

堂
（
津
村
別
院
）
も
た
い
へ
ん
繁
昌
し
て
、

本
当
に
う
れ
し
く
感
じ
つ
つ
申
し
訳
も
な
い

ほ
ど
で
す
。
ご
様
子
い
か
が
と
急
ぎ
申
し
あ

げ
ま
し
た
。
⽬
出
度
き
こ
と
に
存
じ
ま
す
。

以
上
。

＊
人
物
解
説

栄
儀
院
      福
姫
、
西
本
願
寺
第
一
三
代
良

如
宗
主
娘
、
母
吉
、
本
善
寺
円

空
妻
、
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）

四
月
二
十
四
日
祝
言
、
正
徳
三

年
（
一
七
一
三
）
二
月
十
六
日

没

上
〳
〵
様
   西
本
願
寺
第
一
四
代
寂
如
宗
主

や
妻
幸
君
を
指
す
か

新
門
         住
如
宗
主
、
元
禄
二
年
（
一
六

八
九
）
十
一
月
十
七
日
得
度
、

西
本
願
寺
第
一
五
代

三
文
書
の
解
説

本
文
書
は
妙
意
が
「
か
い
つ
」（「
海
津
」
カ
）

宛
に
発
給
し
た
仮
名
消
息
で
す
。
妙
意
と
は
、

文
書
署
名
部
分
に
「
大
坂
」「
か
し
ま
や
（
加

島
屋
）」（
写
真
２
）
と
あ
り
、
文
中
に
「
久
右

衛
門
」
と
み
え
る
の
で
、
大
坂
の
大
豪
商
加
島

屋
初
代
教
西
の
正
妻
妙
意
に
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
な
お
「
妙
う
い
」
と
署
名
さ
れ
、「
妙
」

と
「
う
」
で
「
み
�
う
」
と
読
ま
せ
て
い
ま
す
。 ２ 署名部分拡大



こ
れ
は
彼
女
の
独
自
な
書
き
方
で
す
。

本
文
書
は
法
名
妙
意
を
名
乗
っ
て
お
り
、
後

家
と
し
て
の
出
家
後
の
作
成
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
し
た
が
っ
て
こ
の
段
階
で
夫
教
西
は
没
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
本
文
の
「
久
右

衛
門
」
と
は
二
代
の
正
吉
と
思
わ
れ
ま
す
。
総

合
的
に
見
て
本
文
書
は
、
元
禄
三
年
（
一
六
九

〇
）
三
月
二
十
九
日
か
ら
元
禄
十
三
年
（
一
七

〇
〇
）
五
月
四
日
の
間
に
発
給
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ま
す
。

ま
た
俗
名
は
最
近
「
禄ろ
く

」
と
い
う
見
解
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
（
大
同
生
命
Ｈ
Ｐ
「
発
見
！
加

島
屋
当
主
と
妻
の
手
紙
」）。
生
ま
れ
年
は
不
明

で
、
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
五
月
四
日
に

没
し
て
い
ま
す
。
ま
た
「
か
い
つ
」
は
本
願
寺

の
女
官
と
思
わ
れ
ま
す
。

内
容
は
妙
意
が
西
本
願
寺
か
ら
来
た
手
紙
に

対
し
返
答
し
た
も
の
で
す
。
私
的
な
手
紙
で
す

の
で
、
判
然
と
し
な
い
箇
所
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
こ
に
は
西
本
願
寺
側
の
人
々
の
息
災
を
祝

い
、
次
い
で
久
右
衛
門
の
何
か
の
免
許
の
お
礼

を
述
べ
て
い
ま
す
。
免
許
さ
れ
た
も
の
は
不
明

で
す
が
、
免
許
に
続
け
て
広
々
と
な
っ
た
こ
と

を
喜
ん
で
い
る
の
で
、
空
間
に
関
す
る
も
の
で

し
�
う
。

例
え
ば
、
道
場
と
か
、
あ
る
い
は
追
伸
で
津

村
別
院
（
大
阪
市
）
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
記
述

が
あ
る
の
で
、
別
院
の
修
復
か
何
か
に
関
わ
る

こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
加
島
屋
は
津
村
別
院

の
講
中
総
代
を
務
め
て
い
る
こ
と
か
ら
可
能
性

は
あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
津
村
別
院
は
元
禄
六

年
（
一
六
九
三
）
正
月
に
敷
地
拡
張
お
よ
び
再

興
に
着
手
し
て
お
り
、
文
書
発
給
の
年
代
に
も

齟
齬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

四
初
代
文
書
の
珍
し
さ

さ
て
話
は
か
わ
り
ま
す
が
、
江
戸
時
代
の
日

本
の
人
口
の
推
移
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す

（
北
海
道
・
沖
縄
は
江
戸
時
代
日
本
国
に
編
入
さ

れ
て
い
な
い
の
で
除
く
）。

一
六
〇
〇
年
　
　
約
一
二
〇
〇
万
人

一
七
〇
〇
年
　
　
約
三
〇
〇
〇
万
人

一
八
〇
〇
年
　
　
約
三
二
〇
〇
万
人

こ
の
数
値
を
み
れ
ば
、
一
六
〇
〇
年
か
ら
一

七
〇
〇
年
に
か
け
て
、
人
口
が
二
倍
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
ど
う
し
て

で
し
�
う
か
。
戦
国
時
代
が
終
焉
し
江
戸
時
代

に
入
る
と
社
会
は
安
定
し
、
殺
し
合
う
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
す
べ
て
生
活
に
向
け
ら
れ
ま
す
。
そ
れ

は
農
業
で
あ
り
、
商
品
生
産
、
流
通
で
し
た
。

こ
の
結
果
、
庶
民
の
生
活
は
以
前
よ
り
安
定

し
、
結
婚
し
や
す
い
環
境
が
整
い
、
家
族
形
成

が
促
さ
れ
る
条
件
が
成
立
し
ま
す
。
つ
ま
り

「
家
」
が
成
立
す
る
の
で
す
。
そ
し
て
そ
の

「
家
」
は
安
定
し
た
社
会
に
お
い
て
、
次
の
世

代
に
継
続
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

戦
国
時
代
は
合
戦
で
死
ぬ
こ
と
が
多
く
、
結

婚
で
き
る
か
不
安
定
で
、
ま
た
家
族
が
形
成
さ

れ
て
も
、維
持
す
る
の
も
難
し
い
社
会
で
し
た
。

そ
れ
ゆ
え
「
家
」
が
形
成
さ
れ
て
も
、
次
の
世

代
に
継
続
で
き
な
い
場
合
も
多
か
っ
た
の
で

す
。し

か
し
江
戸
時
代
に
は
、
上
記
の
よ
う
に

「
家
」
の
形
成
が
促
進
さ
れ
、
次
の
世
代
、
さ

ら
に
次
代
に
連
続
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
「
家
」
の
形
成
＝「
家
」
の
創
始
者
（
初

代
）
は
、
江
戸
時
代
前
期
（
一
六
三
〇
〜
一
七

〇
〇
年
頃
）
に
出
現
し
た
人
た
ち
で
す
。



そ
の
初
代
の
後
、「
家
」
が
継
続
さ
れ
、
お

よ
そ
三
代
⽬
（
一
七
〇
〇
年
前
後
に
当
た
る
）

に
至
る
と
、「
家
」
は
安
定
的
な
状
態
と
な
る

の
で
す
。
前
記
し
た
人
口
が
一
〇
〇
年
間
に
爆

発
的
に
増
加
し
た
の
は
、「
家
」
の
安
定
的
継

続
が
背
景
に
あ
っ
た
の
で
す
（
鬼
頭
宏
『
日
本

の
歴
史
一
九
　
文
明
と
し
て
の
江
戸
シ
ス
テ
ム
』

講
談
社
、
二
〇
〇
二
年
）。

夫
婦
で
形
成
し
て
き
た
「
家
」
が
、
今
回
の

加
島
屋
の
よ
う
に
大
き
く
発
展
す
る
の
は
一
般

的
に
次
代
、
次
次
代
で
し
た
。
普
通
、
有
名
人

や
、あ
る
程
度
社
会
的
に
有
力
に
な
っ
た
場
合
、

手
紙
を
受
け
取
っ
た
側
も
大
切
に
残
す
、
そ
れ

ゆ
え
古
文
書
な
ど
が
伝
来
す
る
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
有
名
に
な
っ
て
い
な
い
初
代
の

文
書
は
残
存
し
に
く
い
の
で
す
。
さ
ら
に
女
性

は
戦
国
時
代
以
後
表
舞
台
か
ら
消
え
、
一
層
残

り
に
く
い
状
況
に
あ
っ
た
の
で
す
。
こ
の
よ
う

な
条
件
下
で
豪
商
初
代
の
、
そ
れ
も
妻
の
手
紙

が
残
っ
た
の
は
稀
有
な
こ
と
な
の
で
す
。

五
西
本
願
寺
の
史
料
で
の

廣
岡
家
の
記
事

初
代
教
西
が
没
し
た
約
二
ヶ
月
後
、
延
宝
八

年
（
一
六
八
〇
）
十
月
十
三
日
、
二
代
⽬
久
右

衛
門
正
吉
（
心
西
）
が
、
父
初
代
教
西
死
去
の

志
銀
子
二
〇
貫
文
⽬
、
金
子
一
〇
〇
両
を
西
本

願
寺
に
献
上
し
た
こ
と
が
日
記
で
確
認
で
き
ま

す
。
そ
の
時
、
二
代
⽬
は
小
広
間
で
寂
如
宗
主

か
ら
、
返
礼
と
し
て
盃
と
菓
子
を
受
け
て
い
ま

す
。
多
額
な
志
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

両
者
の
関
係
の
深
さ
が
知
ら
れ
ま
す
。

『
諸
国
江
遣
書
状
留
』
延
宝
五
年
（
一
六
七

七
）
八
月
二
十
七
日
条
に
は
、
大
谷
本
廟
（
京

都
市
）
に
用
い
る
木
材
調
達
に
つ
い
て
、
西
本

願
寺
家
臣
富
島
と
横
田
か
ら
書
状
が
発
給
さ
れ

て
い
ま
す
。
次
に
管
見
し
た
日
記
で
、
初
代
加

島
屋
教
西
の
記
事
を
あ
げ
る
と
、
教
西
は
、
季

節
の
礼
、
節
句
の
祝
儀
な
ど
で
西
本
願
寺
に
参

上
し
献
上
し
て
い
ま
す
。

寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
八
月
朔
日
（
一

日
）
条

八
朔
の
祝
儀
と
し
て
魲
一
尾
・
小
鯛
五

枚
・
か
ら
す
み
二
つ
、
進
上

寛
文
十
三
年
（
一
六
七
三
）
正
月
十
五
条

正
月
の
お
礼
に
参
上
、
生
鯛
二
枚
進
上

延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
七
月
四
日
条

煎
物
一
籠
、
進
上

ま
た
妙
意
三
回
忌
に
二
代
⽬
正
吉
が
西
本
願

寺
へ
「
読
経
」
を
依
頼
し
、
寂
如
宗
主
が
出
座

勤
行
し
て
い
る
日
記
記
事
が
あ
り
ま
す
（「
長

御
殿
御
日
次
之
記
」
元
禄
十
五
年
［
一
七
〇
二
］

五
月
四
日
条
）。
そ
の
時
の
志
は
金
五
〇
両
。

現
在
の
お
金
に
換
算
し
て
約
二
〇
〇
〇
万
円
で

す
（
一
両
四
〇
万
円
換
算
）。

正
吉
が
母
の
三
回
忌
の
た
め
多
額
の
上
納
を

行
い
、
読
経
を
宗
主
み
ず
か
ら
勤
め
た
点
を
み

て
も
、
加
島
屋
が
特
別
な
位
置
に
あ
る
よ
う
に

思
え
ま
す
。
丁
寧
に
み
れ
ば
、
も
っ
と
記
事
は

出
て
く
る
で
し
�
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
加
島

屋
・
廣
岡
家
お
よ
び
初
代
教
西
は
、
西
本
願
寺

に
た
い
へ
ん
深
く
関
わ
り
成
長
し
て
き
た
と
思

わ
れ
る
の
で
す
。



六
お
わ
り
に

江
戸
時
代
、
女
性
の
地
位
は
低
下
し
公
的
な

場
よ
り
消
え
て
い
き
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
中
、

江
戸
時
代
前
期
の
女
性
の
手
紙
が
伝
来
す
る
こ

と
は
貴
重
な
事
例
と
再
三
指
摘
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
女
性
の
手
紙
で
も
多
く
残
る
の
は
、
権
力

者
側
の
女
性
の
手
紙
と
い
う
事
実
に
照
ら
し
あ

わ
せ
る
と
、「
妙
意
仮
名
消
息
」
は
大
豪
商
初

代
の
妻
の
手
紙
と
い
う
意
味
に
お
い
て
も
た
い

へ
ん
珍
し
い
と
も
説
明
し
て
き
ま
し
た
。

さ
て
こ
の
妙
意
か
ら
約
二
〇
〇
年
を
経
て
、

高
視
聴
率
の
テ
レ
ビ
番
組
主
人
公
の
モ
デ
ル
と

な
っ
た
廣
岡
浅
子
が
登
場
し
ま
す
。
明
治
の
女

傑
と
し
て
大
同
生
命
株
式
会
社
や
日
本
女
子
大

学
設
立
な
ど
に
尽
力
し
時
代
を
牽
引
し
ま
し

た
。
こ
こ
だ
け
を
見
る
と
、
浅
子
が
特
別
な
人

に
見
え
ま
す
が
、必
ず
し
も
そ
う
思
い
ま
せ
ん
。

女
性
は
表
舞
台
か
ら
姿
を
消
し
た
も
の
の
、

い
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
は

夫
と
と
も
に
「
家
」
を
形
成
し
維
持
し
て
い
た

の
で
す
。
つ
ま
り
妻
が
い
な
け
れ
ば
、「
家
」

は
存
続
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。
表お
も
てに

出
な
い

場
所
で
、
女
性
は
活
躍
し
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
き
た
の
で
す
。
こ
れ
は
江
戸
時
代
の
女
性

に
共
通
す
る
こ
と
な
の
で
す
。

明
治
＝
近
代
に
な
り
封
建
制
の
た
が
が
緩
む

時
、
江
戸
時
代
か
ら
表
面
化
せ
ず
活
躍
し
て
き

た
女
性
の
幾
人
か
は
、
表
舞
台
に
姿
を
現
す
よ

う
に
な
り
活
躍
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

あ
く
ま
で
も
そ
の
内
の
一
人
が
浅
子
で
あ
っ
た

の
で
す
。

お
お
よ
そ
こ
れ
ま
で
加
島
屋
の
史
料
と
い
え

ば
、
経
営
の
史
料
＝
表
の
史
料
が
ほ
と
ん
ど
で

し
た
。
こ
の
な
か
で
妻
の
手
紙
や
西
本
願
寺
と

の
関
係
史
料
を
追
え
ば
、
経
営
史
で
は
な
い
、

加
島
屋
と
い
う
大
豪
商
の
私
的
な
生
活
や
実
態

が
浮
か
び
あ
が
り
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
た
な

商
人
の
側
面
が
見
え
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
本
願
寺
史
料
研
究
所
上
級
研
究
員
大
喜
直
彦
）


